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「
出
来
高
払
制
賃
金
」
扱
い
す
る
こ
と
に
よ
る
残
業
代
不
払
い
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

二
〇
二
四
年
五
月
十
五
日
、
「
株
式
会
社
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
」
（
以
下
、
「
サ
カ
イ
」
）
の
元
社
員
三
人
が
未
払
い
の

残
業
代
な
ど
を
求
め
た
裁
判
で
、
東
京
高
等
裁
判
所
は
「
会
社
は
残
業
代
の
支
払
い
を
怠
っ
た
」
な
ど
と
し
て
一
審
に
続
き
、

合
わ
せ
て
千
五
百
万
円
余
り
の
支
払
い
を
命
じ
る
判
決
を
言
い
渡
し
た
。 

 

裁
判
に
お
け
る
主
な
争
点
の
一
つ
は
、
「
サ
カ
イ
」
が
、
業
績
給
Ａ
（
売
上
給
）
、
業
績
給
Ａ
（
件
数
給
）
、
業
績
給
Ｂ
、

愛
車
手
当
、
無
事
故
手
当
の
名
目
で
支
払
っ
て
い
る
賃
金
が
、
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第
十
九
条
第
一
項
第
六
号
の
「
出
来
高

払
制
そ
の
他
の
請
負
制
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
賃
金
」
（
以
下
、
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
）
に
該
当
す
る
か
、
否
か
で
あ
っ

た
。 

 

東
京
高
裁
判
決
は
、
「
出
来
高
払
制
そ
の
他
の
請
負
制
」
と
は
、
「
労
働
者
の
賃
金
が
労
働
給
付
の
成
果
に
一
定
比
率
を
乗

じ
て
そ
の
額
が
定
ま
る
賃
金
制
度
を
い
う
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
仕

組
み
の
下
で
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
賃
金
の
こ
と
を
い
う
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
、
「
サ
カ
イ
」
が
「
出
来

高
払
制
賃
金
」
と
主
張
し
た
「
業
績
給
Ａ
（
売
上
給
）
、
業
績
給
Ａ
（
件
数
給
）
、
業
績
給
Ｂ
、
愛
車
手
当
、
無
事
故
手
当
」

に
つ
い
て
、
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
に
該
当
す
る
と
は
認
め
な
か
っ
た
。 



 

２ 

 

 
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
は
、
通
常
の
月
給
制
と
は
残
業
代
の
計
算
方
法
が
異
な
り
、
同
じ
労
働
時
間
数
、
同
じ
賃
金
額
で

も
、
月
給
制
（
割
増
率
一
・
二
五
、
基
礎
賃
金
に
つ
き
所
定
労
働
時
間
で
除
す
る
）
よ
り
出
来
高
払
制
（
割
増
率
〇
・
二
五
、

基
礎
賃
金
に
つ
き
総
労
働
時
間
で
除
す
る
）
の
方
が
残
業
代
が
低
く
な
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。
「
サ
カ
イ
」
は
こ
の
仕
組

み
を
利
用
し
て
、
五
つ
の
手
当
に
つ
い
て
本
来
は
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
に
当
た
ら
な
い
の
に
出
来
高
払
制
と
称
し
て
残
業
代

を
低
く
計
算
し
て
い
た
。 

 

東
京
高
裁
が
、
会
社
側
が
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
と
称
し
て
も
労
基
法
に
沿
っ
て
正
当
な
残
業
代
を
払
う
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
た
こ
と
は
、
見
せ
か
け
の
「
出
来
高
給
（
歩
合
給
）
」
に
歯
止
め
を
か
け
る
重
要
な
判
断
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

実
際
は
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
に
該
当
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
側
が
、
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
扱
い
を
し

て
、
残
業
代
を
低
く
計
算
し
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
、
政
府
は
把
握
し
指
導
し
て
い
る
か
。 

二 

引
越
業
界
、
運
送
業
界
等
に
お
い
て
は
、
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
に
該
当
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
側
が
、

「
出
来
高
払
制
賃
金
」
扱
い
を
し
て
、
残
業
代
を
低
く
計
算
し
て
い
る
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。
政

府
は
、
こ
う
し
た
実
態
に
つ
い
て
調
査
、
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 



 

３ 

 

三 

「
出
来
高
払
制
賃
金
」
に
該
当
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
者
側
が
、
「
出
来
高
払
制
賃
金
」
扱
い
を
し
て
、
残
業

代
を
低
く
計
算
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
行
政
上
の
措
置
に
つ
い
て
、
政
府
は
早
急
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


